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AAssssuurriinngg  GGrroowwtthh  aanndd  SSuucccceessss  wwiitthh  IITT
－－IITTでで、、確確かかなな成成長長とと成成功功をを－－ NNNeeewwwsss   RRReeellleeeaaassseee   

2014 年 6 月 26 日 
報道関係者各位 

 

埼玉県から『ＩＴ部門における業務継続計画策定に係る支援業務』を受注 
～埼玉県のＩＴ資産業務継続性の確保を支援～ 

 

ＡＧＳ株式会社（エージーエス株式会社 本社：さいたま市浦和区、代表取締役社長 小川修一 

東証一部上場 証券コード：3648、以下当社）は、今般、埼玉県からＩＴ部門における業務継続計

画（IT-BCP）策定に係る支援業務を受注しましたのでお知らせします。 

 

記 

 

【背景】 

東日本大震災では、多くの自治体において、津波による住民情報の損失や通信手段の損壊など、

ＩＴ資源の損失により、初動対応（発災後概ね 72 時間以内）が十分にできず、その後の復旧、復

興に大きく影響しました。ＩＴ資源（情報システムや情報ネットワーク）は自治体の重要なインフ

ラの一つであり、自治体のＢＣＰ（業務継続計画）を実践するためには、災害時に活用するＩＴ資

源を明確化するとともに、必要な対策を事前に講じておくことが重要となっています。 

今般、埼玉県では、県が保有するＩＴ資産の業務継続性の確保を行うことを目的として、『ＩＴ

部門における業務継続計画（IT-BCP）策定に係る支援業務』の公募型企画提案競技を実施されまし

た。 

   

【当社の取り組み】 

当社は、既に自社における事業継続マネジメントシステム（ＢＣＭＳ：Business Continuity 

Management System）を構築しており、平成 25 年 12 月には、埼玉県のＩＴ事業者として初めてＢ

ＣＭＳの国際規格 ISO 22301：2012 に基づく認証を取得するに至っております。また、埼玉県内の

複数の市に対して、ＩＣＴに係る事業継続計画の策定支援を行ってまいりました。 

こうした経緯から、今回の公募型企画提案競技に対して、ＡＧＳグループであるＡＧＳシステム

アドバイザリー株式会社と株式会社富士通総研との３社協業体制による提案を行い、平成 26 年６

月９日に受注に至ったものであります。 

今後は、「埼玉県 IT-BCP 策定支援チーム」を組成して推進、対応してまいります。 

 

 

【株式会社富士通総研】 

代 表 者 ： 代表取締役社長 本庄 滋明 

所 在 地 ： 東京都港区海岸 1丁目 16 番 1 号 

設 立 ： 1986 年 6 月 

資 本 金 ： 200 百万円 （富士通株式会社の 100%出資） 

主な事業 ： コンサルティング、研究開発、経済研究 

U R L ： http://jp.fujitsu.com/group/fri/ 
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【ＡＧＳシステムアドバイザリー株式会社】 

代 表 者 ： 代表取締役社長 石井 進 

所 在 地 ： 埼玉県さいたま市浦和区針ヶ谷４丁目２番 11 号 

設 立 ： 2006 年 11 月 

資 本 金 ： 30 百万円（当社の 100％出資） 

主な事業 ： セキュリティコンサルティング、ＩＴコンサルティング 

U R L ： http://www.ags-sa.co.jp/ 

 

【当社の概要】 

名 称 ： ＡＧＳ株式会社 

代 表 者 ： 代表取締役社長 小川 修一 

所 在 地 ： 埼玉県さいたま市浦和区針ヶ谷４丁目３番 25 号 

設 立 ： 1971 年 7 月 

資 本 金 ： 1,398 百万円 

主な事業 ： 情報処理サービス、ソフトウエア開発、その他情報サービス、システム機器販売 

U R L ： http://www.ags.co.jp/ 

 

【本受注に関するお問い合わせ先】 

ＡＧＳ株式会社 公共事業本部 公共営業部 （担当：高野、江原） 

TEL. 048-825-6023   FAX. 048-825-6058 

 

【本リリースに関するお問い合わせ先】 

ＡＧＳ株式会社 企画部 （担当：小谷野、橋本） 

TEL. 048-825-5975   FAX. 048-825-6959  e-mail ir.ml@ags.co.jp 

 

※ ニュースリリースに掲載されている情報は、発表時点の情報です。その後予告なしに変更とな

る場合があります。 

 

以上 


